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l WID/ジェンダーに関する概要と政府の取り組み

l -l 概要

ペルーでは過去30年間1こ、対外債務の増大、経済成長の悪化が進行し、 1990年には7,650パーセントにも.J:-.

る超インフレーションを記鐸した (Ministryof Justice, 1995)。超インフレーション、公共投森の；束枯は終

困居を増やす原因となり、貧困層の比率は1985年の41%から1991年には55%に増加した (UNICEF, 1995)。

また、 1980年以降、ゲリラのテロ活動が活発化し、特に1980年から l2年間にわたって繰り広げられたセンデ

n・ルミノソ（毛沢束主義を唱えるゲ1)ラ・グルーブ）による武装闘争は、多くの死者・雑民を出した。ゲ

1)ラ活動に巻き込まれて殺害された人数は25,000人、農村部に暮らしていた先住民のうち安全な居住地を求

めて地方から都市へと移仕した人数は100万人以上とされている (UNICEF,1995)。

男性が死亡、あるいは都市に出稼ぎに行ったため、未亡人、女性世帯主となって農村地帯に残された女t生た

ちの多くは貧しさに加えて、盗難、略奪、犯罪、拷問、作物焼失、レイプなどの被害に遭っており、生沿は

困難を極めている。また、農村部では、テnによる被害1こよって生活の安定が乱されていることに加え、教

育や保健サービスヘのアクセスが限られているため、とりわけ女性の教育水準が低く、妊産婦死t:,年は依然

として高い。

1994年には全世帯の23%が女性世帯主家庭と報告されており、収入を得るために慟きに出るようになった女

牲や子供が増加している。しかし、女性の貨金は稔じて低く、首都のリマでは女性の平均貨金は男t'f.の3分

の1以下である。また、深刻な不完全展用状態にある比率、及び失業率は男性と比較して女性の方が高くな

っている (UNICEF,1995)。

長期化する経済危機と国家の社会政策の弱さを補うために貧困地域の要望に応えて、数多くの住民による地

域組織が自発的に形成された。現在では、これらの組織は2万を超えるほどに成長しており、多数の女ttが

これらの括動に参加している。これらの組織の中には、一杯のミルク委員会 (Glassor Milk Committees)、

女性委員会 (Women'sCommittees)、地域キッチン (CommunilyKitchens)等があるが、 1994年には全人n
の20%がこれらの委員会のサーピスを利用している (UN[CEF,1995)。

1-2 文化・社会的背景

全人口の28%(World Bank, 19%)が居住している山岳地帝や熱術林地域などの農村地駿は、文化的、社会

的、政治的に孤立した状況に置かれてきた。アマゾンの先住民族たちは、民族ごとに生活を枯んでおり、女

性は伝秩的に家族や地域社会の中で諄鼠されてきた。しかしながら、先住民族の生話が国家に絞合されるに

つれ、次第に先住民族固有の文化的・社会的独日性は弱まっており、女性の社会的地位も失れつつある。

ペルーでは、ほとんどの場合、家族の中で指導的な立場にあるのは男性である。しかしながら、地t表格差も

存在し、山岳地帯など女竹が指導的な役割を果たす割合が高い地坂もある。結婚に関しては、女t1の多くは

讀



り1婚であり、特に内陸部の女性にその傾向が強い (Ministryof Justice, 1995)。

I --3 WJD/ジ.r.ンダー分野における政府の取り組み

♦ WID/ジェンダー政策

19%年度に承認され、実捻が決定した女性の地位I句上のための政府の煎要政策分野は以下の 5点である。

？女性の地位柏l上のための新たな機関の設立、

＠女性や非識字者、難民の社会的、経済的、政治的状況の改善、

A低所得女性の経済活動参加の促進、

B植林活動における女性の参加の促進、

c家族計画と貧困緩和

♦ナショナル・マシーナリー

名称

設立年
達成目標

所属機関

女性支援・人間開発省(WomenPromotion and Human氏 velopmentMinistry ; 
PRO、IUDEH)
1996年10月
女11と家族の開発
・国家公共事業局(NationalOffice of即blicCooperation ; COOPOP) 
• 国家家族櫂祉協会(NationalInstitute of Family Welrare; INABIF) 
・再入植支援プログラム (RepopulationSupport Program ; PAR) 

・国家食糧援助ブログラム(NationalProgram for Food Assistance ;PRONAA) 

女牡支校・人問開発省 (WomenPromotion and Human Development Minis切； PROMUDEH)は、女性と家族

の開発を H的に1996年10月に設立された。これにより、これまで大統領府 (PresidencyMinistry)に従属して

いたPAR、PRONM、COOPOP、INABIFの機関がPROMUDEHに所属することとなった。 PARは、テロによ

り難民となった人々のために設立され、主に女性を中心とした活動を実施している。 PRONMIょ、最杖困の

人々の采贅状況改菩のために設立され、妊婦や乳幼児、結核患者等に対する食糧援助を行っている。

COOPOPは、 R然災害によって荒廃した地祓に対する支援を行っている。 !NABIFは、子供と肯少年の人権

のための横閃である (Blondetelal, 1997)。
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♦他省 rr- によるWID/ジェンダー関連の主要取り祖み事項

--
・fH・ 保健（特に出産前ケア）プログラム

・家族計画プnグラム
保健省

・女性の健康改普プnグラム

・学童・若者対象の保健プログラム
- -

• 初等教fの質の改善を目指したプログラム

・母親に対する就議斡旋、母親が動きに出ている問のその子供の食事の世話、女性に対する当プ

教育省
ログラムにおける子供の世話係・教師、科埋人としての雇用撲会の提供

•生涯教育プログラム (UNICEFと共同のプログラム）

．晨tt女性協会を通じた持院的な開発の推進
・土地所有権見直しプロジェクト：女性の直接的な土地所有権利の承認

農業省
・山岳農村地帯における技術移転促進プUジェクト：穀物・家畜生産技術怜及における女代の参

加を確保

・女性のための訓綽及び雇Illプログラム (PROFECE)

労動省 •青少年のための鞭業訓練プログラム (PROJOVFN)

・自営業者及び零紐企業起業プログラム (PRODAME)

ヽ
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2 主要セクターにおけるWID/ジェンダー・イシュー

ヽ

2 -1 教脊

I)中等教育の純就学率 (1993年）は、都市部79%(女子79%、男子80%)、良村部62%(女子56%、

男子67%)と、農村綿の女子の就学率が著じく低い

2)農村部での非識字率(30%)は、男女とも都市部 (7%)の4倍以上と高い-
3)年齢別の非識字率は、 15-19歳では女性5%、男性3%であるのに対して、40-64歳では女性32%、
男性11%と、年齢層が高くなるほど、男女間の開きが大きくなっている

♦概況

初等教育は6-11歳までで、無償の義務教育である。中等教育は、前期2年と後期3年に分かれている。

1993年の新憲法によって、無憤で実施されていた大学教育は有科化された◇ 教育における問題点の一つは、

都市祁と農村・部との教育格差である。農村部では、テロによる被害を受けたり、教育サーピスが{;足してい

るため、依然、教育水準は低い。一方、都市部には教育サービスが集中しており｀国内の大学50校のうち、

3分の 1が酋都')マにある（国別協力情報ファイル、 1996)。その他の問題点としては、児童労働の増加に

ともなう不就学者の増加、先住民族及び貧困家庭の児童の学業の遅れが挙げられる (Blondetetal, 1997)。

第2次フジが）政権は、教育改革を目指しており、 GDPに占める教育予算の割合は1990年の2%から、・1995

年には4%へと上昇した。また、世界銀行による初等教育改革支援プtJジェクトなど、多数の援助機関によ

る教育支援が実施されている。 1994年にはフジモリ政権により、教育設備への大規模な投資が実施された。

しかし、こうした努力にも関わらず、教科告が大籍に不足し、教員の貨金が依然として非常に低いなど、未

招決の課題は多い（国別協力情穀ファイル、 1996)。

♦初・中・高等教育

初等教脊の純就学年 (1993年）は都市部91%(女子91%、男子91%)、農村部81%(女子80%、男子82%)、

である。また、中等教行の純就学率は、都市部79%(女子79%、男子80%)、農村部62%(女子56%、男子

67%) (表1参照）である。このように農村部では、中等教＃レペルになると男女の就学率にはかなりの格

差が生まれる (Blondetetal, 1997)。

成人非議字率 (15歳以J:)は、 1981年の女性27%.男性JO%から、 1993年には女性18%、男性7%と、男女

共に減少しているが (Ministryof Justice, 1995)、依然、男女間の格差は大きく、 1993年度の非織字人口の

73%は女性である。農村部での非議字率 (30%)は、男女とも都市部 (7%)の4倍以L店くなっているが、

近年、 r.tt地妓でのテロ抗大による者5市部への移住者の増加に伴い、都市部の非識字人口も急増している。
り齢別の非識字率は、 15-19歳では女性5%、男性3%であるのに対して、 40-64歳では女性32%、男性JJ%と、

年齢庖が高くなるほど、男女の開きが大きい（表3参照） (Ministry of Justice, 1995)。
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♦ ~rn 
全教員に占める女代の割合は53%である。女｛生教員の割合は、幼児教育では98%、特殊教育では82%と圧倒

的に高いが、初等教育から翡等教ti'へと教弁レベルがtがるにつれて低くなる（表4参照）。また、教員貢
格を持たずに教I.ftに立っている教Hが多数にs.るが、女性教貝については初等教育で48%、中等教育で43%



が教貝資格を持っていない。教師の質の改善と教員の資格取得推進が急務となっており、それらをll的とし

た教貝訊II東国家計固 (PLCACAD)が、教有省により現在実施されている (Rionぶtetal,1997)。

♦成人教育

1993年の15歳以上の成人の平均就学年数は8年（女性7年、男性8年）である。教育サービスは祁,li都に染
中しており、遠閑地域ではこれまで教育サービスが不情であったため、農村郎の平均就学年数は4年（女↑t
3年、男性9年）と、都市部9年（女性9年、男性IO年）の2分の 1以下となっている (Ministryof Justice, 

1995)。女性の就学レベルには、居住地の他、女性をとりまく社会環境、家族の社会的地位等がかなり関仔:

している。

女性の教育レペルに応じて、様々な教育プログラムが国際援助機関やNGOにより実施されている。非識字女

性や初等教育課程を終えていない女性に対しては、誠字教育プログラムや成人のための初等教育プログラム

が実施されている。初等教育プログラムで学ぶ成人女性は1993年には37,015人であった。中等教介課程を終

えていない女性に対しては、成人のための中等教育プログラムや職業教育センタヽーでのプログラムが実施さ

れており、中等教育プログラムで学ぶ成人女性は1993年には71,681人に上っている。また、中等教ff終ー（以
r. の女代に対しては、更に高いレベルの成人教育の機会も提供されている (Blonde!et al, 1997)。

♦檄業・技術謂練校

公共憤関による職業・技術訓練学校1こは、中等教育課程終了の必要のない敲業教育センタヽ- (CEOs) と、

中等教育課程終了後に進学できる高等技術専門学校 (1ST)等がある。それらの職業訊1棟センターの参加者

に占める女性の割合は、 CEOsでは79%、1STでは51%である（表5参照） (Blondetel al, 1997)。

初等教育純就学中 中等教育飩就学率

全体 87.3 74.1 

女代全国 86.8 72.1 

男性 87.7 76.0 

全体 90.9 79.4 

都市部 女仕 90.8 18.5 

男仕 90.9 80.2 
-・-

全体 80.7 61.6 

農村部 女性 79.5 56,3 

男性 82.0 66.5 

表1 年齢、！生別、地域別の純就学率(%) (1993年）

出典： Blondetet al, 1997 

表2 15歳以上の男女別及び地坂別の非議字率（％） (1993年）

全国 都市部 農村邸

女42性.9［五17.0 全体 女性 男仕 全体 女tt 男性 全体

12.8 18.3 7.1 6.7 9.8 3.4 29.8 

出典： Ministry of Justice, 1995 
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表3 男女別及び年齢別の非議字玲； (%) (1993年）

全体 女性 男性

15-19紋 3.9 S. I 2.6 
. --- -- - --

20-29歳 6.1 8.3 3.6 

30-39歳 9.0 13.3 4.4 

40-64歳 21.7 32.1 11.2 

一―65歳以上 37.9 50.6 23.9 

合計 12.9 18.3 7.1 

出典： Minis町 ofJustice, 1995 

表4 女性教員の教育レベル別人数と全体に占める割合 (1993年）

女性教員の割合（％） 女性教員数（人）

全体 53.2 169,284 

幼児教育 98.1 28,631 

初等教育 58.0 84,361 

中等教育 39.2 41,272 

高等技術教育 27.2 3,326 

特殊教育 &2.3 2,653 

職業訊棟教育 58.5 4.801 
一 一一 出典： Blondetet al, 1997 

‘, 

表5 女性の職業・技術謂練学校への参加状況 (1993年）

女性生徒数（人） I 合計生徒数（人） I女性生徒割合（％）
雇業教育センター (CEOs}

高等技術専門学校 (1ST)

出典： Blonde! et al, 1997 

158,734 

82,060 

202,163 

161,898 

78.5 

50.7 
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2-2 保健医療

1)乳児死亡率、 5歳未潰児死亡率共に、農村部では都市祁の2倍以上となっている
2)教育を受けていない女性の妊産婦死亡率 (489/対出生10万）は、高等教育を受けた女性 (49/

同）の10倍以上、 IO年前の全国平均 (321/同）以上である

3)晨村部に居住する女性や教育を受けていない女性の合計特殊出'¥.率（それぞれ6.2、7.1)は、全
国平均 (3.5}の2倍以上である

4)近年、女性や子供のエイズ感染者が増大している

♦概況

ペルーの保健医療状況は、一部を除いてラテン・アメリカ及びカリプ地域平均より劣っている。主な死亡原

因は、伝染病、消化器障害であり、マラリアによる死t:も増加している。また、近年、保健サーピス予鉢が
削減され、それに伴い結核などの病気が増加している。劣悪な衛生状況により、 !992年初頭にはコレラが大

流行した。安全な飲料水を入手できる人や適切な衛生施設を利用できる人の比率は、都市部に比ぺ農村部で

は低い（表2参照）。更に農村邸では、児童の栄養失調も依然として深刻な問題である。

ペルーには、病院、保健センタ・-、保健所、クリニックの4つの形態の医療施設があるが、 1992年の調査に

よれば、その内の16%はリマ市に集中しており、医療従事者17,432人の60%がリマ市で働いている。人日

!000人当たりの医師数は全国では0.7入、リマ市では1.6人と医療サーピスの地球問格差は大きい (PAIIO,

1995) 

●母子保健

1981-91年平均の乳児死亡率（対出生1,000)は、男子62、女子55である。また、乳児死亡率は郁市秘40、農

村邸83、5歳未満児死亡半（対出生1,000)は都市部45、農村部111と、農村部では都市部の2倍以卜となっ

ている (Minis切• of Jus1ice, 1995)。乳児死亡の主要原因 (1989年）は、周産期樟害 (29%)、急忙呼吸器

賂染症 (27%)、下痢症 (16%)、栄養失調である (PAH0,1995)。適切な予防措置や、基楼的な衛生設情

の不惟、栄養状況の悪化等が、乳幼児死亡を引き起こす原因である (Minis1ryof Juslice, 1995)。

1993年の妊産婦死亡率（対出生10万）は261と推定され、 1981年に比ぺて19ポイントの低下となった。しか

し妊産婦死亡it(対出生10万）は教育を受けていない女性では489と非常に高く、高等教行を受けた女1生の
IOI糾江、 10年郎の全国平均以J:となっている (Minislゥ ofJustice, 1995)。出産可能年船の女性の死亡の

3大原因は、結核、急性呼吸器感染症、妊飯・出産1こまつわる合併症である (PAH0,1995)。it血は多くの
女性の問題であり、妊婦では10人中 7人が鉄欠乏性打血症であると言われる (PAH0,1995)。

11墳可能年齢の女性のうら、破傷風の予防接種を受けた割合は、全国平均で70%、都市部では77%、伐H部
では60%である。また、妊娠中に検診を受けた女性の割合は、全国平均で77%であるのに対して、貝H部で
はわずか58%である。適切な分娩施設が不足しているため、家庭での出産率が全m平均で42%1こtっており、
tilt部では78%の店半である (Blonde!el al, 1997)。

♦家族計画
1990年代初頭の合計特殊出生本は3.Sであり、 1977年の5.3と比較して34%低下している。しかし巽村部にIt

{tする女性や教有を受けていない女性の合計特殊出生率はそれぞれ6.2、7.1と為く（表 3参照）、また、 1t

困率が高い地域ほど合計特殊出生't,も高くなっている (Ministryof Justice, 1995)。



避妊粋及半は、高い教脊を受けた女性やリマ市に居住する女Itでは高いが、教育を受けていない女1生や農H
部の女性では依然低い（表4参照）。避妊について何らかの知減を持っている女性の割合は97%であるが、

実際に避妊を実行している女性の割合は64%(1996年）である。近代的避妊方法を使用している女仕の割合

は41%で、特に実行率の高い避妊方法としては、 IUD(12%)、女性の不妊手術 (10%)、ホルモン注射(8

％）、ビル (6%)が挙げられる。性交中柁などの伝枝的な避妊方法を用いている女性の割合は21%である

(Blonde! et al, 1997) o農村部の女性または教育を受けていない女性においても、避妊具の普及率は1981年

(21%)から 1991-92年 (41%)の間に 2倍に増加し、近代的な避妊具の使用も増加しているが、未だ60%

以tがi政充的な避妊方法を川いている (Ministryof Justice, 1995)。

♦ エイズ

ペルーのエイズ感染者は増加頼向にある。近年は異性開性交渉による感染が60%以上を占め、女性や子供の

感染者が増えている。 1993年では、エイズ感染者と報告された者の11%が女性であった。成人女性の感染者

における感染経路については、性交渉によるものが75%と最も多い。 5歳以下の子供の感染者における感染

経路については、翰血やけ子感染が主な原因である (Ministryof Justice, 1995)。

表1 ペルーの保倦医療指標
人(J 199S年（人） 23,800,000 低出生体重児の割合 1995年(%) II 

人口増加半 1980-95年（％） 2.1 1歳未満児の予防接種率 1992-95年

5段未満人口割合 1995年（％） 12 BCG 96 

16歳未満人n割合 1995年（％） 42 ボリオ 93 

出生昨の'¥均余命 1995年（年） 67 DPT 95 

梢出rt$ 1995年（対人口IOOO人） 27 麻疹 98 

粗死亡$ 1995年（対人口1000人） 7 妊産掃死亡率 1990年（対出生10万） 280 

乳児死亡半 1995年（対出生1000) 41 保健員の付き沫う出産比$ 1990-96年（％） 52 

5歳未満児死亡率 1995年（対出生IOOO) 55 合計特殊出生率 1995年 3.3 

中・重度の低体重児の割合 1990-96年（％） II 政府支出中の保憶支出It率 1990-95年（％） s 
出典：世界：f・供白胄1997

全国 都市 農村

栓人口1こ占める安全な飲H水を入手でさる人の比率（％） 72 75 18 

栓人niこ占める適切な衛生捻設を利用でさる人のlt$(%) 57 58 25 

稔人口1こ，片める保梵サーピスを受けられる人の比率（％） 44 n.a n.a. 

表2 ペルーの地域別保健サービス格差_{1990-95)

出典：世界子供白&1997

表3 ペル←ーの居住地及び教育レペル8り合計特殊出生率の推移

居仕地妓 教育レペル
合計

都jf浮¢ 農tt祁 就学経験なし 初等教甘 中等教育 高等教行

1977-78年 5.3 4.5 7.4 .._ _____ 
--

1991-92年 3.S 2.8 6.2 7.1 S.I 3.1 1.9 

出典： Minislr)'of Justice, 1995 
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表4 ペルーの居住地及び教脊レベル別避妊許及半の推移（％）

ける市

居住地玖 教育レベIv
合計 --

都市部 農村部 就学経験なし 初等教育 中等牧Ti

1981年1 l 
. . L—- -・-- -- . . —, __ 

41 56 so 21 18 40 60 

991-92年 1 S9 I 73 66 41 35 51 66 

高等教育
ー、 一ー・ヽ—··-

73 

65 

出典： Ministry of Justice,1995 

，
 



2-3 農林水筋業

l)土地に対する所有権は法的には男女平等であるが、実際には士地を所有している女性は少数で

ある

2)農村恕の女性は、良牧畜業の重要な労働力であるが、家事や育児などの負担も大きく、加童労

働となっている

♦概況

GDP構成!tiこ占める農業の割合は低下傾向にあり、 1994年では7%1こ過ぎない (WorldBank, 1996)。就業

人口1こ占める農業の割合は、 1965年の49%から1990-92年には35%と低下傾向にあるが、ラテン・アメリカ

及びカリプ地域の平均値である25%(1990-92年）と比較すると未だ農業人口の割合が高い。主な換金作物

はコーヒー、コカである。その他、海岸地方で栽培される米｀砂梢、綿化、果物、野菜、山岳地方の米、馬

鈴署などが主な産品である。

1989年以降、政府は財政難のため農業政策への財政支援を停止し、更に1990年の早魃や種・肥科の供給不足

も重なり｀良業生産呈は減少した。しかし、 1993年以降は天候の好転、交通網の整備、フジモリ政権による

農業保護政策等により、農業生産硲は伸びている（国別協力情報ファイル、 1996)。

♦ ： I: 地所有権

ペル←ーでは、近年まで女性には相統権や土地所有権が与えられてこなかった。現在では、法的には男女に対

して土地に対する同等な権利が認められるようになっており、土地を有する女性は徐々にではあるが増えて

きている。しかしながら、現実に士地を所有している女性は非常に限られているのが実状である。

PETT (農地権及び;.y;動産調査）プロジェクトでは、 4年問をかけて土地所有権の再整理と調整を行うこt
により、農地所有権の賦与を竹差別躾く実施することをH指している。このプロジェクトにより、男女共1こ

:Ut珈 1fのための登録を行うことができる。しかし、地方のPETTの担当者は、女性の土地所有の登鉗には

男性の(5lf'fゃ沼名を要求することが多いなど、女i生の土地所有は男性に比べて依然として容易ではない
(Blondetetal, 1997)。

♦農牧畜免

荘光における女性の役割は、苗付け、互取り、収穫等、多岐にわたっている。農村における性別従事分野割

合では｀女竹の37%、男i生の63%が農業に携わっており、女性の41%、男性の27%が牧畜業に携わっている
U< 1参照）。このように、女性はとりわけ牧畜業において重要な役割を果たしている。

ii郎地械の農民女性の多くは、家事・脊児などの買任を担うはか、綿化や果物栽培などの農業・牧畜栗に従

・Fしている。農作業と家事等の明確な区分けは困難であるが、 1993年の調査によれば、女性は lllの33%の
時間を条IHこ費やし、 27%の時間を農染等の生産沿動1こ費やしている (Blondetet al, 1997)。家事や育児に
多くの叶間が割かれるため、農村女性の多くはバート・タイム労働者として農It梁に従事する事を余俵なく

されている。そのため、女性の貨金は男i生よりも低い。

♦ 牒 It 女！生絹緻

仝,,,に広がっている農H地域の女性粗織として、は親クラプ (MolhdsClub)がある。 H毅クラプの全111の
会U数などは;,i;明であるが、 Ay知 cho地方では、 1980年から 1993年の間に母毅クラプが結成され、 Ay四 cho
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け親クラブ連盟1こは、 II支部に分かれて活動する500以上のけ親クラプと8ガの会n家族が所屎している。
Ay匹 cho地方では、会Mlよ食糧や保健に関するコ●→ス等に参加しているほか、女竹b'r少年のための屈Ille

収入向上プ[Jグラムも計画されており、活動範囲は拡大してきている (Blondetelal, 1997)。

♦小規棟融資へのアクセス
農村セクターのための主要な融資機関は、銀行、農村基金 (RuralFund)、市営基金 (MunicipalFunds) で

ある。女性への小規模融資に関する詳細な情報は1号られていないが、敗資を受けている女性の割合は全体の

およそ15%とされている (Ministryof Justice, 阪 5)。女性への融貨額は男性よりも少領であるが、女性の
融資固収率は男性よりも高い。 NGOが実施する連帯ローン (Soli曲 ityLoans)の利子は18%と、銀行の利子

(4.5%)に比べて高率であるが、融資を受ける際に要求される担保1こついては、銀行がK産や財粍、債務
保証人といった実質的な保証を要求するのに対し、連帯ローンは組織の会員であるといった社会的保証を要

求している。

USAIDの援助により、 TheManuela Ramos Movementが大規模な所得創出プロジェクト実抱のための研究プ

ロジェクトを行っている。その結果に基づいて、小規校融資、技術訓棟、女性粗織の形成といった方法で小

規模企業への支援が行われることになっている (Bloncletet al, I 997)。

＋林梁

女性は林業における労慟に男性と共に携わっている。 Sierra地方の森林の苗床では、少なくとも披駐Ill者の

虹 50%が女性であり、女性は苗木の選定や収集、遅jl!i、袋人れなどに携わっている (Blondetet al, 1997)。

♦水産業

沿岸地方における漁業においては、性別に碁づく分業が行われている。男性は主に貨労慟を要求される漁ヘ

出かけ、女性の多くは魚の陸揚げや、魚釣り用の餌集め、釣のてぐすの摘出、船荷の積み上げ等を担ってい

る。なかでも、魚の加工や販売は女性の直要な仕事である。女性による魚の行裔は、漁業従ljl者の世帯の所

得に大きく貢献している (Blondetetal,1997)。

表1 農村における性別にみた従業分野の割合(%) (1992 -1993年）

生産活動 女性 男性 ~-I ,,_ロ.a―t ― 
r、

農業 37.1 63.2 45.1 

牧畜業 40.7 27.2 36.6 

＇ 農業及び牧畜業 0.9 0.0 0.6 

販売 7.5 3.3 6.2 
' _,  

手工芸品がJ(乍 13.9 I 6.2 I 11., 
合計 100,0 100.0 100.0 

出典： Blondet el al, I 997 
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2-4 経済活動

l)経済状態の悪化により、羅用機会が縮9卜し、特に男性に比ぺて女性の不完全展Jfl率、及び失栗率

が高くなりつつある

2)女性の多くは、資格を必要としない不安定なサービス業労働に従事している

3)女性の賃金は稔じて低く、首都のリマでは女性の平均賃金は男性の3分の1以下である

♦概況

1990-92年の産業別就業人日の割合は、農業35%、工業12%、サービス業53%であり、近年、農業及び工業

の就業An割合が低下し、サービス業人口の割合が上昇している。全国レベルの失業率は、 1980年代後半の
経済不況、更に1990年代のフジモリ政権下の緊縮財政政策による公共部門人員の大幅削減により、 1991年の

6%から1993年にはJO%に上昇した。首都＇）マでは、正規展用者の割合が 1988年の50%台から、 1989年には

JO%台にまで低下したため':f;完全堰用者の割合は1988年の37%から 1989年には70%台に上昇し、失業；ドも

6%から10%に上昇した。この傾向は近年まで継統している（国別協力情報ファイル、 1996)。

・労働参加

ゲ＇）ラによる紛争の結果、 1994年には全世帝のうち23%が女性世帯主家庭となり、収入を得るために、多く

の女性や子供が労慟市場に参加するようになった。 15歳以上の女性人口1こ占める労働力人口の割合は、 1981

年の25%から1993年には30%1こ増加した (Ministryof Justice, 1995)。女性の労働力人Uli3百ガ人を超え

ており、女性100人中都市部では33人が、農村部では22人の割合となっている (Blondetet al, 1997〉。女住の

労働力参加率を年齢別に見ると、 30-44歳の女性の労働力参加率が36%と、最も高くなっている。 1981年と

1993年の労働力参加率を比較すると、男性では労働力参加率が全ての年齢で低下しているのに対して、女性

では全ての年齢で高くなっており、特に30-44歳の女性では7%も病くなっている（表1参照） (Ministry of 

Justice, 1995)。

近年、不完全濯用者が増加し、＇）マ市では労働力人口のうち不完全扉用状態にある人の割合が、女性 79%、

男性77%にも」：っている。 1981年から1993年にかけて、不完全雇用者の割合は女性では祁％、男性では59%

もの増加となったが、深刻な不完全扇用状態にある割合は女性の方が高くなっている。最低貨金以上の収入

を得ている女性完全屎用労働者の割合は、 1981年の52%から1993年には9%へと大幅に減少した。失業5年も

女性12%、男It&%(1993年）と、女性の方が病い (Ministryof Jusrke, I 995)。

●雇用労慟

15妓以J:の女性う淮切人いの産業mt率は、第 1次産業が16%、第2次産業が13%、第3次産業が71%
(1993年）となっている（表2参照）。第3次産業に従事する女性の割合は、 1981年の57%から約14%増加

している。

女性枝血l者をめぐる過去10年間の変化は主に次の3つである。①女性の教育レペルの向上に伴う女性被扇

Ill者の増加、②これまで女1生が少なかった分野における崩用機会の増加、R異なる地位や分野に就染する女

11問の所得格差の増大である。女性の履Ill状況には改善が兒られるものの、 1970年代'I'ばからのペル..経済
の悪化が、女竹彼扇用者の流入増大を妨げる要因となっている (Ministryof Justice, 1995)。また、女住の

多くは、一般的にサービス業での不安定で打格を必要としないような仕事に従事しており、貨金は稔じて低

く、 (i祁リマでは女性の平均貨金は男性の3分の 1以下である (UNICEF,1995)。
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♦ インフォーマル・セクター

雰細企業の11とんどは、従熟員数平均 3人の家族経営企業であIJ、その分野は主に衣料、木］：、靴段などで

ある。深刻な経済難に直面するなかで、ペル一社会の抱える童要課題である貧困層の所得ran.に取り机むの
は容易ではないが、扉用創llllこつながる零細企業の振興は、特に部市部の女仕にプラスのインパクトを与え

ていることが報告されている。そのため、政府機関及びNGOは、苓細企業に対する幾つかの融'JiプrJグラム

を実施している。また、女性労働者への支援活動として、政府はWawaWasi (子供の家）を1993年に設立し、

女性労拗者の3オ以下の子供の世話を行っている。 WawaWasiは子供の教育を行う女性を駁用しており、女

性に対する雁用創出、所得向上の点でも貢献している。現在WawaWasiは全国に6,478カ所あり、 40,444人の

子供を預かっている (Blonde!et al, 1997)。

表1 IS歳以上人口の性別・年齢別の労働力参加$(%) 
~ ~ 

198 I年 1993年

女性 男性 女性 男住

15-29歳 25.7 6S.0 30,0 61.0 

30-44歳 29.2 9$.1 36.4 91.6 

43-64歳 24.9 95.6 25.8 83.9 

65歳以_t 12.0 63.5 13.1 52.3 

全体 25.S 79.7 29.7 73.4 

出典： Minislry of Justice, 1995 

表2 15歳以上人口の性別・産業別の労働力構成比率(%) (1993年）

女性 男性

第1次産業 15.5 39.7 

第2次産業 13.1 17.7 

第3次産業 71.4 42.6 

合計 100.0 IOO.O 

出典： Ministry of Justice, 1995 

ー一--・・ー.--

1981年 1993年

女t'I: 男性 女tt 男i生

失業率 11.0 5.0 12.2 8.3 

不完全屠用中 37.2 22.4 78.6 77.4 

＇ 完全雇用半 51.& 72.6 9.2 14.3 
. ・-

合計 100.0 100.0 I00.0 100.0 
--- -

表3 '戸市における労働力の性別二屈Ill状況比率(%) (1981-1993年）

出典： Ministry of Justice, 1995 
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3 WID/ジェンダー関連援助実績

ブロジェクト／ブログラム 実籠機関 援助懺闘 翔閤 予算 (US$) ジェンダーに調する事項

... 9、.'-. ：・一

墓磯教青（敦員訓練改革のため 敦冑省 GTZ 1996- ~})等敦青における教員訓練改革の
の準●） 1998 ための教育省への助言

穀員訓練改革のための助言 穀育省 GTZ 1997 教授法の質の向上の支援等
(PLANCAD) 

!))等較青ブロジェクト USAID 1996・ 314,000 
1998 

予防による保健状況の改● USAIO 1996 - 10,000 
(AIDSHELP) 1999 

IJJ等教育及び基礎保健 CIPOER Swiss 1995 - 生活と健康の改善
(APRABISAC) Agency for 1997 

Developme 
nt and 
Cooperation 
(COSIJDE} 

ジェンダー学学位プロジェクト Catholic オランダ 1997- 350,000 
支援 University of 1999 

Peru 

r農村女子の低就学辛に関する Peruvian オランダ 1996- 293,668 貧困地濱における教青懺会を持た
原因及び改善策Jの研究 Studies 1998 ない女子に関する研究

Institute 

初等教育の賃の改轟を目指した 敦育省 世霞 カリキュラムの改善／教材の提供I
ブログラム (MECEP) 教育センターのための改革／較員訓

練／精青施設や機材の改蕃

技術訓練システムの支援 Spanish 
Techinical 
Cooperation 
Agency 

国家識字敦育プログラム Women IDB, UNICEF , 1996- 生渥敦育ブロジェクト/5,000人の
Promotion and Public 農村女性を対象とした識字教育ブ
Human Treasu('J ロジェクト
Development 
Ministry 
(PROMUDEH) 

保鱈・医彙

予防による保健状況の改善 USAID 1996- 1,000,000 
(AIDSHELP) 1999 

保健医療の質の改善 USAIO 1992- 1,000,000 
2001 

プロジェクト2000 USAID 1993 - 30,000,000 
2001 

コミュニティにおけるリブロダ USAID 1995- 25,000,000 
クテイプ・ヘルス 2000 

家族II西サーピスのポランティ USAID 1989- 17,220,000 
ア拡充 1997 

民間医療施設を通じた家族It函 USAID 1991- 5,000,000 
1997 
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プロジェクト／ブログラム 実施機1111 援助櫨関 I11.l間 l予算 (US$)

医療施設の強化

子供の生存のための活動ブロジ

ェクト

USAID 

USAID 

1989 -I 20,416,000; 
1999 

1ss1 -I 11,621,2001 
2000 

初等教青及び基礎保健

(APRABISAC) 
CIPDER Swiss 11995. 

Agency for 1997 

基礎保健、衛生教育

Developme 
ntand 
Cooperation' 
(COSUDE)、
オランダ、

ペルー政府

Guaman Poma ICOSUDE 
de Ayala, 
Bartolome de 
las Casas 

1996-
1997 

竺よるコーヒー栽培ブロruvianlGTZ ・1盟to:I
農菓調査及び「もう一つの発展fllCA IGTZ 
』を目指したオリエンテーショ

ン

農村開発プログラム (Colca t•91onal IGTZ 
Valley) PDR/COPASA Government of 

Arequipa 

保霞地域に関する国家粒略ブロIINRENA IGTZ 
グラム

rもう一つの発展JII査のため International fGTZ 
のパイロット・ブラン I Technical 

Coo匹ration
Executive 
Secretariat 

農稟セクター支援ブロジェク 1-JAgriculture JGTZ 
Planning Office 
(OPA), Ministry 
of Agriculture 

選定地域における飲料水及び下 National JGTZ 
＊処理プログラム IP,ogramof 

Orie.kable Water 
a叫袋wage
(PROAGUA) 

199S-
1997 

1995-
1997 

1994・ 
1998 

1996・ 
1998 

1996-
1999 

1996-

2000 

ジェンダーに関する事項

農村居住者の生活と健頭の改菖

コカインの栽培地域における有機

農法によるコーヒーの生産・製法

・蘭品化の促進

fもう一つの発震』のための較略
関発に係る不法栽培悶題及び固問

題に関わる国立農累研究撓関の支

援

経済的．環境的に持綬可能な農菓

案件形成及び貯蓄増加のための組

織支援

自然環境保護のための訓綺

不法なコカイン生産の削減を目指

す『もう一つの発展Jプロジェク
ト支援のための知識の蓄及

農菓環境に適した致策及び実行可

能な農業のためのOPAの供与

各市における飲H水供給管理のた
めのりI[棟

t観的農業のためのブロジェクI l!~::cy for I I Iば品；訂悶腐:::~~芯
Oevelopme 
ntand 
Cooperation 
(COSUOE) 

農村女性組繊の運営 (Ucayali)I Women fund Iオランダ I 1996 

農H女性による絵画コンテストIWomen fund Iオランダ I 1996 
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ブロジェクト／ブログラム 実施貴関 攘助機舅 l 期間 1予算 (USS) ジェンダーに舅する事項

アンデス山1Ji1における参加型森 INRENA(NationIFAO 
研発 lal Institute of 

Natural 
Resources) 

Alturaブロジェクト

林菓曾及員の訓練

CARE 

FAO. オラ
ンダ

騒清活励
企業に対する助言 1National~ 

Confederation 
of Managerial 
Institutions 

戸五:ili丘::lji7'=
中1)ヽ 企菓活性化

訓絨・技術支援

女性起業家のための技術劃練

(AOEC-ATEC) 

女性零紐企業の経済状況の改鶴

(Lima North Cone 
Alternativa) 

輸出のための手編み技術の;111!llAcoosur

小規模企菓支援

塩

Swiss 
Agency for 
Developme 
ntand 
Cooperation 
(COSUDE) 

Collateral 
Value Fund 
Peru-
Canada 

オランダ

オランダ

オランダ

USAID 

地方開発計画プロジェクI- !Compensation IGTZ 
and Social 
Development 
National Fuod 
(FONCODES) 

16 

1994-
2005 

1996・ 
1999 

1997 I 1,018,000 

1997 I 1,000,000 

1997 I soo,ooo 

特に女性の参加を重視した農民の

森林活動への参加促進

地域の生産物促進及び貪糧撮助／森

林の自木及び土壌保全の促道／女性

は母親クラプや森林委員会を通じ

て絞合されている

生塵委員会や母親クラプにおける

林策贄及員の馴練促遣I一つのグル
ープに少なくとも3人の女性の賛

及員を編入することを目的とする

詈理組合による管理助貫システム

サーピスを通じた中1Jヽ企業の強化

MrTINCIの企巣のための政策促道に
対する覇練、助言菫及び中ヽJヽ企菓
の活性化のための政策調整

割練支援

企菓讐理及び技術訓緯による生産

活動の持続のためのブログラム

1990-I 2a,553,641I貧困地域における収入の増大
1997 
. 

1995 -
1998 

~ 

特に困鯛な状況にある地域に対す

る関発計画



邁

--

プロジェクト／ブログラム 実籍機関 援助識謁 翔間 予算 (US$) ジェンダーに関する事項

SECTIの強化計i!i SECTI G口 1996- 国内外の訓鰊によるSECT!の強化
(lntema lion al 1999 
Technical 

Cooperation 

Executive 

Secretariat) 

農け開発ブロジェクト FAO, Amazon オランダ 飲n水管唱ブロジェクト写
Cooperation 

Treaty 

都市開発プロジェクト OESCOE, オランダ 環境保全／保健I資金援助等
CIUDAD, 
CEBEMO, CIPUR, 

IMAFGEN, 

CIDIAG 

環墳保全ブロジェクト INRENA, NGOs オランダ 艶帯雨μの保全等

ジェンダーに関する国家訳練ブ Collateral 家族It画・家庭内曇カ・女性のた
ロジェクト Value Fund めの法的支援

Peru-

Canada 

北京女性会議のためのフォロ-Women Fund オランダ 1996 女性会議に関するセミナー・ワー
・アッブ・ブロジェクト クショブの開催等

女性組織への支援及び生産ブロ Women Fund オランダ 1996 女性組織及び零細企業の強化と訓
ジェクト讐哩 練I会遍開催Iネットワーク形成等

家庭内暴力対策プロジェクト Women fund オランダ 1996 女性に対する暴力に関しての法的

支援等

女性指導者等に関するドキュメ Women Fund オランダ 1996 
ントの編集.出版

市民権及び政治に関するワーク オランダ 1997 400,000 
ショ9ブ、セミナー(GendePUC 

/ Flora Tristan Diploma) 

女性・人櫂・家庭内暴力対策プ Local オランダ 1997 
ロジェクト Development 
(Central Region) Institute 

母親クラプの開発支援 (Pias) Assoc.of オランダ 1997 1,132,500 
Peruvian 

Agriculture fir 

nature 

conservation 

政冶的曇力による披害を被った Huanta -IPAZ オランダ 1997 1,309,000 
女仕のための組織支援

地方政府関発(LGD) USAID 1994 - S,000,000 民主化過程における市民の参加促
1999 進

民主的参加 (PARDEM) USAIO 1994 - 10,000,000 民主化過程における市民の参加促
1999 進

粧判に関する支援 USAID 1994・ 1,600,000 民主化過程における市民の参加促
1996 進

17 



ブロジェクト／ブログラム 実麓機闘 鰻助機闘 n問 予算 (US$) ジェンダーに属する事項

特別活動開発基金 USAID 1963 - 100,000・ 民主化過程における市民の参加促
200,000 進
(Per Year) 

民間援助団体に対する支援 USAID 1992・ 13,600,000 貧困地域における収入の増大
1998 

政策、計画冨実捲分析 USAID 1990・ 7,500,000 貧困地域における収入の増大
(PAPI) 1997 

持観的環墳及び資源管理 USAID 199S- 11,887,000 選定地域における環境賣哩の改鶴
(SENREM) 2000 

天然資源の活用と持観性 USAID 1991- 3,600,000 選定地域における環填詈理の改編
(ENRS) 1997 

fもう一つの発展J (AD)ブロ USAID 1995- 32,500,000 不法なコカイン生産の削減
ジェクト 2000 

麻硲教育と共同体イニシ7ティ USAID 1992- 9,260,000 不法なコカイン生産の削減
プ (NECIJ 1997 
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4 情報入手可能組織／人材リスト

名称／氏名（専門） 実績 蝙告書 連絡先

（プロジェクト内容／ ／薯作等

期1111.社会ジェンダー

分析の経験等）

政府懺闘 PROMUDEH, Ms. Mi『iomSc沢non<
Ordinola (L,w)e,) 

State Minister TぐL4l訴soo

MinislI)'of Women Promo1ion ,oo Human コンサルタント Tel , 4289S00 

DeMsve.Ml如arta,Crunt. z. 

C-oogcessol如 Republic. Congresswoman. Tel: 4JJB44, 43:JS幽
Dr. Beatriz M<rino Lu≪ro (La•Jer) WomanCommi廷ion (1009) 

● 9 

Minisuy of Transport, Communkalぬns, State Minister TぐI:U3122, 4JJ0427, 
llous;ng却 dCivilCぷ,slruction, 4))1).132 
E.lsa Carrera de E.sc-alante fa<: 039378 
(Ci,il Eogmml 

Minis可 ofFi~ances, 大蔦省アシスタント TぐI:<281880 
RowioA如en匹 dePeso Fn: 4265313 

、bnisuyof Indus町，Tounsm,lotぐgration Ru『,lWom<n, Knowing SWISS COゞTACT
and ln1ema1iooa1 C'ommero:ial Negotiation 如 irtechnological Juan De11tpiarii 5'8-5. Sa.n 
(MITINCI), aeces,;,;.,_ t,;Jro 
Mari・selaBe11.a-.i.jes ln prep四 tion:Inclusion of Tel, 2641707, 2642547 

ger; ふras応 tsin servk.: Fae 2643212 
moduks fort比 PYME

Cro'"tho•l 

N硲叩alProgtam for Food Ass;stanc< 層用／食糧 M, 411貨57
(PRONAA) 
Aroma de 13.C出ena(Anthropologist) 

Nat畑 alProg,am for Catchmen1 A<ea 晨村女性のための窮練プ Tel: 4724255 
Management and釦''°'"幻r.ation ログラム／遍正技術の使用
(PRONAMACIISJ 
Emily Serrate 

Mini, 町 ofAgric,lture 
Eduardo Sarmiento 

農村融資 fcl : 4232 t 44, 433227 I 

Agricultural Investment Office Dire(lor 

Public Anomey 女性の保護 Tel: 4261800(wen.ions 
Rocio Villanueva (Lawyer) 285-280) 

Public Al!Omcy 女性の保護の為の助貫 Tel: 4'167沃()(.:,tensions 
Josefina Carmin叩i(La•y<『) 185・280) 

Nationa1 A叙 >Ciationor Informal Sec!O( Executive President. L:.i pt"rdices 122. 
Deve!opmeol lnslilU!es. IDESl She is the president of San Isidro. Lima 
Su迎ぅal遥,elPinilla (Anlfu: 叩 logist)

the Ftnances a叫 Women Tel: ー牛114768

IAnateegnrcavtio.(An FIM) 

Fa,: 44147総

コンサルタ Banig, M叩 P ジェンダー C'-0rooel O.lriowl:i 245. 
ント San Isidro. Lima 

Tel: 4223868 
Fa~: 42187必

Blo叫etCe-,ilia (Historian) Institute of Peruvian Horacio Urt..:aga 694. 

Studies Director ksus Maria 
Td: 43lJ070 
Fa,;: 4324981 

Bra,·o• Garcia, Cecilia (Sociologis1) Member of the Public Capac Y,paoq,; J(lS2. 
Training and family reゞ 邸hworkshop Ref氏toriesProject Lima 11 
Dire.tor (TACI,) 

Committee Board - Tel. 472沿11

INCAFAM. 

Coo『dinatorof Technical 

Design for the Health 

and Basic Nutrition 

Project {UTES) -San 

Juan de Lurigoocho. 
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名称／氏名（専門） 寅績 帽告書 連絡先

（ブロジェクト内喜／ ／薯作等

簡1111.社会ジェンダー

分析の経験等）

Fem.v1ck1, Blanca 1995・1997.Support 1994. Rural氏-,Jo即畑I ParNoq.4o2 ~H~man ¥'el叫¢
Rural WornぐnNa<如nalNe<wo『K Program for the Policies ror Women from the , S:mla Bta1ri2. 

APrgoricje<utlts uNrael tFwood ork• gd1e99m叫)k>.r応pmpo知enintto•v.ffiwvlh ie,uv.w, ra氾.l n叩
Limal. ・ 
Tc-I: 4331457, 4.)珀 SSFu 
:4))9⑱ 

women: Training, impac, measur<men, from此 Em~I: Blan<a@flora.org.p< 
experiences exchange point or、kwo[gen<l<r、
and technical assistance, 
working with women of 
different Andean 
countries. Pre託ntly
partkipating in two 
projects 

"Strengthening of Rural 
Women Movement i 
focus on gender and 
development • Peru'; 
and "Exchange of 
Promoters, 
Communications 
Nafonal Network, 
Exchange and support to 
Exchange and Promotion 
Projects orieoted 
towards Rural Women." 

Ga!d心，Susana During 2 years she was Av. 恥li,・ia921, Breiil. 
the pres油ntofthe UmaS. 

Women Promotion Tel: 4237250, 4245251 Fu 

National Network. She , 42J40JI 

has been General 
Coordinator of the 
Manuela Ramos 
Movement 

H,ru-;que,, 油 da(Soc;otog;s,J 1990: Consultant for 1995. New World Fe叩 le T•l:4)お<l-13,462254-0(184)
Coocdioator of the G<ad<r Progra..,,, the Populatioo Fund in Citizens Fax: 46細
('a如 lieUniwnity, 

Beijing・ 1995 1995. Di¥・mified奴 iety,

: Lecturer in the hyp..: 心にい~dcriteria on 

Citizenship Forum in 
紅 ialreprodocuon in Peru. 

se;jing. 

1994• 1995: Mem如 1994. L<xpeden<e des 
of the o, 岱uJt;ngBoard femmes au, quartien 
of the Women National 砂d'AmJaeriirqeuse a Lima. Probkmi=s 
Network to the Regional 

Latin,,Pari, 
氏ingprin1e-d: Tc.-.l on 

P叩心lation Coonc1ls, gen出rstuJies. 
INKA, R£NOM and 
Arequipa. 

＇ H四ma.-.,Maria Jぷefina(Sociologist) 1979 -1995 : Director Jr. emecerio Perez 348, Urb. 
O,ief ,of r心~arぐha.""ld Al! ぐmati'wearea5. of AltematNa. log,o;,,;a. 

現在：Coordinator of the Lima JJ. 

Women and Habitat Td: 祁15801,4811585 Fax 

Netwo北；Member of the 
9侶16826

Cit;zen Action Initiative 
group ; Membe『ofthe 
Women Pro叩 fon
National Network 
Advisory C叩 1mittee
Boa『d.

Moogぐ,C'aclo, 農藁 Av.Salぃ'frr)'818
C'EPLS Tel:43奴！〇

M(lflteroぐarmen(Soci0Jogi~1) 敦育／ジェンダー ＂゚函ioUnl!agaの4.Jesus
TM! i:utr: of Peru,. ian S.1udies, Re父ぶcher Mぷa

Tel: 4323070 
Fa~: 4324981 

，
 

＇ 
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名称／氏名（専門） 実績 Ill告● 連絡先

（ブロジェクト内喜／ ／暑作笥

期間、社会ジェンダー

分析の経験尊）

Olim, Patrida (欧lolo1,lS1) 教育 lfond.J llnぐag3.694. Jesus 
rnstitu1e of Peru..,.-ian Stuふes,Rf~ar寸ぶ Maria 

Tel: 4)23070 
F": 4J!4981 

Prnilla, Hdena 1995• 1996:0irector 1996、lmag,:of Wom.ln in C.ahuidc 752. Jesus M:iri3 
ol Radial Collection mぷIi,.

Project. 

Dire<!Or フェミニスト． T叩ic: Comm1.1nka1ioo Ttl, 4715078, 4Jl647J, 
ACS Calandria. 

1996: 女性とコミュニケ 1993. Communkati¥.・e l6S4S吟

ーションにおける専門コ
identity and altemati¥・e F",471255) 

ンサルタント．開発と女
proposah for wom~n. F.m,il, 

性のための国家1t圏の帷
lJdcnl@cal.1nd.o0cg.pe 

敲
1995: 『女性とコミュニ

ケーション』ーペルーの

事例

Ru;, BarvoP西 da(Sock>logio) ジェンダー Av.Uoivmit面a.s!a. Pu<b!o 
Acade mk Coordinator of 1比Ge叫l!r Libre. 
Studies Diplorn,. Ca如 lkUnivmity. Tel, 必22540

Fu:4336600 

謂究機闘 Al'OYO 世論の分析／社会・経済分 RC'pゆlicade和nam16380.
LIMA 

析 l.ima 18 
APO)'O・Opinion and Markel Institute Td: 2418141, 2469076 
Gabriel Ortiz de 7.i!val!os Fa,; : 4452982 

CENDOC・WOMEN 闘練／賛及／女性問題に関 A'i, La M~r 170. Miraflores. 
LIMA 

する助言／女性の権利／女 L;m, 
('.enter of Document.a.lion on. Women 

性の地位向上 Tri: 4479376 
GI叫ysCarnere(Technkal o; 応 to,) Faぇ：碑332

恥 aH.
postmas!cr@ Ice: hwza.or g.pe 

CUANTOS.A. 財務・社会統計／分析 〇ぼJode S.:tn Isidro 230 -B. 
LIMA S皿 1,;dro
R;,h叫 Webb Tel: 4552354, 4413421 

IEP 女性揖導者・農H女性・ HMoari面ai.oLiUmrtl ぐaIIga (/)4. Jesus 
LIMA 

地方の民主化・企戴エリ M II 
lnst.itutc:-of Ptruヽ・ia..<1Sruぷes

ートに関する鵬査 Tel : 4323070, 4244856, 
Cecilia Blor.det, Carmen Mon!uo 4Jl邸 J

fu: 4~249S1 
枷 ,;1.
postmaslが割<p.o『gp<

INEI 女性・雇用・保健・経済 Av. Gui. Garz⑳ 658. timJ 
LIMA 

に関する社会的統計 II 
National lnslitule or Statistics and Data Ttl : 4310137 
Processing, Fefa Mtirillo Fa){ : 4J33 I 59 

r-ONOEMI・MITINCI Data 8.1父 小規模企菓に関する情報
Henan Alm血 i

Pontifi氏iaCatholk Uniヽ『e面tyof Peru 女性／社会科学 1996. Ruiz Bra¥io, Patricia Av.U砧 ersiぼiaゞ nLim:i.
Gender !;.tudiei progr血 (,d.). Behmd lhe door' T<I: 必225約1
Dr. Narda Henriquez women and men in P<"ru Fa.c463W;J 

today. 

OSEPA Center of Sc父io!og込Fin印cial,
PoHtk, 四 An如opologkRe父血h<s.
Ms. Sar中 Balkn硲

Uniヽ1trsiryCaye,ano Hawia: 人口 1996. R,p『凶むtheh<allh llonodo灰1,g,必 4刃.ll「b.
lns.tiEu1e of Popula1ion Studiei 却d紅 i<ty 』 lflgtnir:ria Lim3 31 

19%. Akan1ara, Etsa; Ortiz, Tel, 4820212, 4820102 

応F≪:gooe;d(';tv叫紅baj.i1,Lu,. 
F~ty nfanl 
mortal,ty: 如≪l"dagogic
~S~:l)'S 
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- - -
名称／氏名（専門） 実績 帽告書 違終先

（ブロジェクト内容／ ／薯作等

1111111、社会ジェンダー

分析の経験鱒）

P西ficUnims;1y: 社会科学 Av. San,h<, C:mo2141 
CIUP Limall 
Pacific University Re父arch<:enta Td:4712277,41刃6J5

Fu: 4706121 

NGO ADEC/ATC 女性の櫃利／家庭内暴力I GuiH~rmo M:ir(on-i 349. Lim: 
LIMA 政治的曇カ ＂ LaAnboa MrDeariwa Yl叩anmezen! As双 iation Tel; 4-12JS4J 

(Pt<sid<et) Fa¥: 4408029 
Ern,;1. 

pos血 astet@叫""ぷSP'

AI.T匹 NATIVA 女性の櫂w繹健／小規槙 Emo;"terio Perz 34S, Urb. 
Ll~IA 企纂／人帽 lngenkrla. San M>rt;n de 
Re父archCenter Porr匹.Lima 
和bli,and Social E<lurn;on Tel, •~1,so1, 433ll6S 
Josefina Huaman Fu, 46!6626 

AMAlffA 女性の地位向上／貪糧／栄 Av. Inf and.a No. 541. 
cusco 費1,1ヽ規槙企璽／保饒 Wancha,;.Cu如．
Amluta C(nlero(Women Studies and Tel: (084) 2約m
Promot;on Fax: (084) 2397)6 

Magda Maぬ sC'ru心 nas(E~ecuti\'e 
o;,._,.,,) 

APROPO 家族計画の支援・促進・ Los Lir涵 No.192'. Lim:i 
u,tA 

賛及 Tel ;4417470 
Support toP叩uhtionProgr細 S F.u. : 4422111 
C>rola La Rosa de Luqw 

ぐM 人権／藁物亮貫 切 Saぽes28S, Lima 27 
LIMA Tel ,4407907 
Jurists A叫“ぐ'cinmi~sioo Fax:4426巡
Dia go G arda Sa)'狙

CAl.ANDRIA コミュニケーション／女性 C'ahuむ 752.Lima 11 
UMA T,l :4716473 
As父iciationof S.Xi~t Communicators Fu: 4711553 
Iロt-elPinilla 

CBS 農婁・貪糧・保健・軟青 CuPamsropa.s OJ1k 匹laA． li紐za468. 
cusco に関する訓練／教育／助言I
Andean Regional S1udies C-en1e, 

調査 Tel:(知）2.16494 
Bartolome de In C'as:.s. Fa, : {084)238255 

Guido氏lran(Genera! Dirなtor) Em叫
匹 tmast<咆coo:us.o,gpc 

CF.DA 農繋技術I教冑I栄養の改 M面..,.,c匹 resNo.,98.
AYACUCHO 菖 Ayacucho. Hu血 ,nga.
C-enter of Studies for恥 Ix¥・elopmentof A)ocucho 
A)a<UCho Tel: (064) 911599 

fa,., (004)912599 

CENCCA 農繋技術／保健／小規模企 fundo San Ign:teio. N.au!.a. 
LORETO 戴 Nauta. Loreto. 
Arna.zoo]叩 f'arrnersTraining Ctn~, Tel, (094) 1)≪;;4 
R. P. wis Rodriguez de区 as fa-, (004) 242185 
(Coordinator) 

PERUVIAN WO~tAN CENTER Jl..ORA 女性のための保鯖と食糧I PS,,,qnu ue BeHatemriza.., , V北叫e42.
TRISTAN 訳練促進／女性の権利／女 Cerc心.Lima 
LIMA 

性の参加と促進 T<I, 4330694. 4332765 
C'-eks比Ca:nbria{Direcwr) Fa:t: 4339060 

Email. 
かstm年,er@nou.o,gp, 

CEPESf.R PIURA. 農業生産と開発／晨度物の Arequipa 642. Piぬ 6.OficinJ 
Peru C'entra.1 C'iヽilSen.·i(e~As$1Xiation 覇品化／食品の安全 8.Piura. 
E-.ls3 f1Jog (E:t~\'utiヽe Dirぷto『} Tel: (074) 327990 

Fa,;: {074) 321111 

ヽ
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名称／氏名（胄門） 実鑽 報告書 遵絡先

（ブロジェクト内容／ ／暑作等

簡聞.ti会ジェンダー

分析の経験等）
ー呵ー・・ ー・C'FPRODER 都市届住者のための小規 Tom Tagl, l8US. Pueblo 

LIMNAYACUCHO 
槙企業と健康の促進／公共 Lihre. Liml. 

Promo,;on and Promot;o,~ 氏vdopmenl
食堂等 T<I: 4617919 

C'<n!tr,I叫belC'OralCor如 o(Pr<s;denr) f.'all: 461791 

(E.PRODER 層Ill創出と技術馴練のた Maril C'fntrore No. I ?45. 
TACNA 

めの促進．＂練・助言 Par.h:、hico.Tacn:!. 
Promo<iooe≪ 訳 r Td. (0'4) 7B5S5 
Regional D<ヽeloprn<n<

Rosa Espino乙aAcosta 

CIP('A 農纂生麿・晨；；物・小規 San lgnJ,:io de Loyola 300. 
PIURA 

模企戴・保健のための調 Urb. Miraflores. Castilb. 
Re父archand F叩ぐ『PromO'ionCenlと『

査I~隷I賛及 Piura 
Maria lsab<I Remy (Ex≪:utiv, D;ree10,) Td, (OH) 326634 

Fu: (074)32311 S 

{LAOEM 女性の11,,1 Jr.Ca~ 狂 2(.24.ksu~ 
LIMA Maria. Lima. 
Lat;n Amenea & C江献l'<anCぶnm;n≪ro, Tel, 4639237 
Women Righls Deftnsc Email. 

Roxana V四 o<zSo1do po渾mおter@~l必m.orgが

DSMUS 女性と家族の権利 Jr.Caram 2624. 
LIMA Td,4631236 
s,udy on如 womenngh<sdefen父

Is吐belRos邸 Ballinas

School for De'<e1opment 公教育Iコミュニケーショ M. Soto Valle 247. 
UMA 

ンの促違のための罰練 Mag: <l2a641en1a ( dd Mar. Lima 11 
Jaime Vela Tel. 069 

EDUCATIVE FORUM 教育 <:omandanle Gu,;1a,・o 
LIMA Jimenez 167. Magdal.:n:i d~I 
R如u-doMo「ales(和esid<.:nt) Mu. 

Tel: 2&11270, 2&11218. 
2641BI 

FOVIDA 生醒の促進／晨藁技術／農 A.v. Javier Prado <xste 109. u心
菓敦育／食糧の覇品化／公 Magdakna <kl Mar. Lima. 

UfePromotion 
共食堂等 Tele必I必56,4625659 

ROC"lfien Hね k.de Sulmonl (Presidenl) Fa-..: 妬10106

Email. 

pos如 aste函fovida.org.p: 

IDESIU~ 小規模企戴の技術／資金I Carlos Arrie1a I啜,Silnta 
JnfonnaJ Seclorむvc-lopmen1tnstitu:e of 

生産のための技術援肋／罰 Beatriz. Cercado. Lirn3. 
Lima 

練／助言 M:470渇7I, 4703876. 
Ramon Pe~z Ptielo (President) Fa,. 4704170 

IPP 敦育 Cor公ぐ『o!.260. Pu~·No Libre. 
LIMA Td:4230347 
和blic氏dagogyInstitute 

ITDG-Peru Womeri: lm・isible Av. Jorge Ot:i.¥・tz 275. 
lnterme-dial Technology for Deヽ『elo加 ent tt<hnki.:.ns. Gcnd~r and Mir珈『<~.Lima 
GroaゃS tee加ologyin Latiri Anierica. Ttl・．紐7J24

灰ijiogP"P><<d. Faヽ ：碑11

THE HOUSE OF W0'1EN 女性に対する鰐鰊I地位向 Bllta 275. Miramar Bljo. 
CHll.!BOTE 

上／保健／教育／文化 Chimbot.:. San.ra. Ancas.h. 
Corm,n Tocon (P.-,s述"'' Tel; (041) 3!4852 

fa){: (四）336002 

M'll< 女性に対する小想棧企業I Boliヽia9ll.Brc恥 Lima
LIMA 

工業／保健／教育のための 1 el .4245251 
M叩 ue-faRamos Mo、・ement

訓練／賛及／躙査／女性の参 Fa凡： 4H40JI 
Victoria Villan心va

加と促進／女性の権l'I 玩 :iit.

po~tm.1s1e喀m:inud1a.org. pc 

TASK 教育 Parque Cmsres 161. Pueblo 
LIMA 1、i~«-
M叩uellgunini1.. ret. 42:40997 
Maria R心aLi恥． Fa,: 42紛 7
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名称／氏名（専門） 実績 編告書 違絡先

（ブロジェクト内容／ ／書作等

期閏．社会ジェンダー

分析の経艤囀）

国順鑽助纏 AID t.arrabur(y Ur,anue 110. 

鑽 LIMA 
LiT<lm; a4lJ. JJ200 氏Yelopment1ntemationil Agen,y 

Mi由mO,,y F'u : 4337034 

CARE PERU 栄養及び倶健ブログラム Av. Sant.a eru~Lima 11. 
Lt、IA

のための援肋と＂練 Tel: 43l41Sl 4317430, 
Eva Gue「rero 4Jl746S 

CARITAS OF LIMA 保鍵綱練／衛生教育／公共 Jr.a凶心Uym"a " 2da.Cu• 如．
Sister. Maria Cordo~·a Huertas {General 食堂 。論『C心．
s≪re<ac,) T<I: 4)18206, 4324121 

fa,: 4J2J048 

COSUDE 晨業／小規鑽企戴の促進 Tしel~:Ao44re15~5740 59. Lim立7.U~IA 
S) bile Sun er fa,: 4429076 

Holl• 叫 Ernb,匈 晨戴／ジェンダー／層用劃 AV.Principal 190,P.4,Uro. 
LIMA 出のための協カプロジェ Santa Catalina. Lima I J. 
Gina Galヽ・ez

クト Tel: 4761069.476119.l. 
Pila,A¥bo叫 a

Maria d.:1 Carmen Portillo 4761266 

COLしATERALFUND PERU・ 瀑鑽 Tel: lo-11964 
CANADA LIMA 
Aida Gud3 Na,a.'ljo 

GTZ 国家・地域開発プロジェ Prolong面onArenaks SOI. 
LIヽU クト／関発プロジェクトの M,;』ore,
Cicrm:tf'! COOf('ration 

ための政府懺闘や地方政 Tel: 4llol77, 4llol39 
P..!r,Pouぽn(Representati,・t) 

府への助言

IICAPERU 農村院発協力櫨関 Pa効 dela Re匹blidlll,
LIMA p.8. Lima 21. 
ln!~ramtrican Agriculrurat C'oop:ration Ttl: 42283)6 
ln<1;1ute Puベ4424554

MminR血 irelBlaoco 貯詈増大／農業技術

UNICEF 農村及び郷市鄭の女性と Parqoe M,1;100 Po匹s,50.
LIMA 子供のための関発ブロジ Umal8. 
United Nacions lnrernati⑮ a1 Child『,en's

ェクト Td: 2411615 
芦 rgen-cy f'llrtd Fu.: 4417怨

その他 COINCIDE Av. Pr必:>6!). C¥JS('O. (¥. 匹．
cusco Tel: (084) 235959 
Coordina1ion Among R匹皿h, Fa<: (084)135327 
0;:,,_・d如 en1and Educaiion Centers 

RNMR P呵 ucHerman Vel叩 eNo.
Nalior,:il Nぐtwork.ofRt.ra1 Worritn 41. S:lllta Btatriz. Uma. I. 
Blan,:a Fernandez T<I: 4))1457 

fa~: 4339500 
恥 ail.Bl年 aAora.org. pe 

RNPM 組織問のネットワーク／農 M血 oPurnacahu~468. 
N:,tiooal Nelv.ork for Women Pror)直叩 村女性のための鑽査・促 Mi, 迅o,es
Norm.11 Ari .. rios 

違.Pl練 Tel:4410495 
Fax: 44!0.f95 

，
 

,' 
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5 関連文献リスト

文賦名 薯者 発け年 入手先

, ... ',.,' ： 

In「onncNKionaJ de la mu炉r:pぷu1995 Comisi6A Permanente 1か5 Mini~t?rio de fos1ki.1 I EP 
d~los D-:rl.'c::00$ de l l 
Majer 

PROM UDEii: F<>lk10 d< Di,・ulg,ci6n PROMUDEH 1996 PROMUDEII 
IFJ> 

Mu~r Ptruna: la apue~a dd fotro PRO~IPERU 1995 PROMPER 

1..amu炉r:un r⑮ tro del proore en e1 Pe泊 Sueiro, A出laida- 1995 Cf.P 

Violenda ronlnl la mujer: reflexiones de叫eelderecho Focio, Alda~Aores 1996 Manuela Ramos 

N砂 .Lo田d<s;l!<<mO< 
u, Violeta; Viltanl.)(va, 
Rocfo 

Diagn6stico蛉 rela siruxi6n de las mujeres 81匹 et,C'i;dlia ; 1994 IF.P 

Montero, Carmel'¥ 

---.. .. _,_ ・. •,' ':・' .. 

&tad<.> de la nii'tez, Iいhiok父enciay la mujer en el pero 1996 UNICEF 1996 UNICEF 
lNEI 

Proyなtode応 supuesti>para 1997. Presentaci6n ante el C-0屯rcsode la Minis1<nod, 図む紅i6n 1996 IEP 

RepOblka (m•neo) 

Ccnso胚 oJar1993 Minist~rio de訟ucaci6n Minis1erio de四ucxiふ

£1叫 ajoInf皿 iieri d Peru : de ag心sticoy propoeゞadeunaゃli"tica Ve「dotta,Francisco 1995 1砂

n,cional O!T 

俸鱒・医鐵 ' '•. , ,'  ,＇ '.'―一--;:'; ― ． 

Fonnufad6n del応 supu<stodel蕊 1orP,珀uero1997 (mfo,o) 1997 IEP 

Fonnul西6ndel~esupu匹01991 Ministerio de 199] 1£1' 

Agnculruu 

Perもしmandade Planifiにoci6nFa.-niliar INEI 1995 INEI 

Mujercs peruanas: I& mitadde la砂 1aci6na comienzos de los noヽ・enrn Fort,Am<lia 199} CCNTROIEP 

Sal"d rep,odoctiva y奴 iedod Unh・efsidad Ptrua.'la 1996 Uni,wiid:id C'a:,・et叩oH.:r心心

Cayetano Herwia lnstituto de EstuJios de Potifaci6n 

Programade遥udヽeproductivay planificaci6n familiar l9%• 2000 Ministerio de Sa!ud 1996 ~tinist<rio de Salud 
IFP 

M紅all.¥de la intim沿叫：cinco es1udios e-n~xu.1.li心d心alud 史xu.1.Iy Cocd<ro,M面rot;Jim<, 1996 Uniwrsidad C2,61iぐa

reproduce枷 ez 0;.car ; M<:nt咄 l
M,riadel 

Encue由氏mograficay de Salud Familiar INEI 1991 1,;Et 

応 undidody mortalidad infant1l : lres tnsayos pedag6gocps Ak釦t江a,E.lsa ; Ortiz, 1996 Unh・ersidad Cayc1ano Her~.:lil. 
Jo,g,; CMbaj,J, L¥以 Instituto de£..studios de Pobfaci6n 

Exper切nciぷ delEDAC eri promoci6n don muj.!res Marbus, Hitda~Nurena, ,~ 乃 EDAC 
Ana; por1aJ, Allrora JEP 

Las mujeres productora &: alimenl心e11Peru: diag.n6stioo y politicas C'as.afranca, J紅mine 1996 IICA 
lf.P 

La mujer cam~sina en Iぃiday en la comonid叫 Casos, Victor 1990 f1ora Trist紐

Enぽ lafapcriencia y 13 Cier.cia : La igua「必denla di.,,ersidad. Manual Mcerirzen, An,gda 1993 Flora T rist紐

p工apron; 直 oresdt proy-cctos con mu戸esruraks 
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文献名 薯奮 発行年 入手先

!Roi de la mujer e-n fos sisttma; dt ritg.o, info血 ¢final Choqu< 7Apana, M↓ "'"・ 1992 ITDG 
; Llerenlなa.Betubc; 
Ri,aVall<,M男べ氏
La; C-onoori Mamani, 
Mo;se, 

Ttcnotogla y p,n;dp,c~fcmcn,na to cl des叩 ollorural
O,idn, : 女OonRu叫krl,gue,C,, , 1996 !TIX) 
Mi , ks slrO, 
Edgu 

Mujcバ血p,.-sinay drogas: situふ:i4nde la mujer l:'amptsinaP'f 箪suhi訳ettiea叫y p"'廷 Tapia,Ma1ild< Iク” PNUDITIJG 
frent('a la producci6n y oonsumo de drogas, e-n el Huallaga, 
Ucayali 

Cambios en las reはlooesfamil面(sC"am p,: sinas a pa直 dela ,・iokncia 
RGeuymnaeocgainFd函a!n, 1996 ]El' 

poli:tica y e1 nuevo rol de la mujer 

'. ,,' ， '、 F '"  ' .,  
~ 

G!o邸 i1aci如 yempko: Camt>ioo en el emptoo en Peru y A~rica T<llo,Gri父ld.1(叫．） 199S ADEC-ATC 
Lalina yen la vida laboral de homl:'>res y mujeres 

p、.:gun1as'Yrespuestas Mioisい心d<Trabajoy 19% Ministerio~Trabajo y Promoc恥
Promoc泌nSocial Social 

IEP 

む numu叫0a Oll¥.l. Dt'oortras a i叫epen.:lient1'!¥ Ponoc紅rero,Pattkia; 1993 Flora Trisr.ln 
Arrieta, Gabriela 

Mojer y erPpresa Es函 esariod血 0$ur. ~mpujoncito Vill印心va01.4ヽ・ez, 199S Moヽ,m;entoManuela Ramos 
A!;da 

C.runi!los er.t!eta.z叫os: la re a.lid ad del ernpko urbano i:n e I Peru Yamadafulu幽， 1996 CIUP 

Gs"''° 

氏r≪hosde 11 rnuj=ヽ：prtguntas y 1でS匹estas Y紐ez,Ana Marfa; 1994 ADEC-ATC 
Guillbl, Li加巾

P遥：ca心 terlsticasと1empleou如匹 INEI 19% INEI 

ジェンダ ●査・ムに． ： .. : ... ―; /、.. , .、； '-'-':  "-.. . ・-—."!'—: ;,、、'••'.', .-:'- 』．

Fem.m. 1smo: una C¥lesli6ri de呼 r Car¥.essi, CaroliM 199S Movimiento Ma."ll)eta Ramos 

Un:a.,・isi⑳ de las rn1Jjeres rrent.e al credito). ta capacilac曲 Diaz, Gloria; 1995 Mo-,imien10 M研 uetaRamos 
M年 korcna,Frida; 
Vi.!lanue~·a ChA、・ez,
Alicia 

El I必ooculto de la. luna.: glnero, 武toresyぐ血bio Hem幻如，Zoila l99S IEP 
CENI双 Mujer

恥tri:むssuei'los : pro)'ectos≪on畑 k-os& promocifo para mujere1 Kog,n,Uub., 1995 胚 uelaparael応 rrolo

AC¥沿Aparil 1J iguJld叫.cl desarrollo y 13 pu. &ijing 1995, result叫⇔ Movimiento M年 uela 1995 M,o¥・imknto M叩 ue1aR1m('Js 
prel im in ares Ramos 

Relふわnes-degむ<!fl):0心 ,.-asp,stas para su int~rpreぼ泌n 氏m知dezBa('a, Jo「ge; 19% ADEC-ATC 
Jetfo, Eliねbem;Trtlks 
Monltro, Luis; Y紐C'l,
AnaM血

Mu紅ydesarrollo: compromi,;os y pcrspccti¥as de邸d6n Ministerio de Jus1icia 1996 Ministerio d: Jusiii:ia 
IEP 

"oai,o,eo&, 恥 ijiog(mimeo) Groupo impulsor de 1日>
O~G, 

, ..... 連

lt-oy Menu Po炉lar:los c-omcdorc:s en L如3 8londe1, Cecilia; 1995 IEPUNIC'EF 
Mootero,<: 叩 en

Ca~i oorno jugando: una his! 面a:a ua...-ts de la c-apaciぽ i如 Villanveva, Victoria l99S Movimien10 M皿uelaRamos

Estmegi:i.s de des釦 ollo.ln11:nundo c細 b油 la,..沿3 Ponpcarrero, Patricia l匁3 n⑰ aTrisi出

＇ PropuesliJ de叫<t!JS m吹『es: poliiicas四blkas ゜.-..ig,llele• !995 IEP 
「-
Imagen de la mujer en los rnedios: rema comunicnc恥 Pinilla, Helena 1996 rEP 

Perfd d<! la$ mujer-t$ popukre!>: capぶi1aci6r1y lid~r心ぬ Robks, Ana Marta:; Ort 19'沿 FOVIDA 
6f'.ez, Danilo 
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文麒名 薯奮 発8年 入手先

その艶
El amot y su.s CSIX(ies Ko~"'• Uゆ,:Cぶ匹． 1995 Uniヽ・crsidJdCat6h.::a・fa,ultadd..: 

Au,se~a.",o;, ;()rt;, Cien1:i.15 S区iales
R¢ 父a."If:rt, Alcjan.:lro 

Violencia, familia y r.iflez en 105父ctortsurbano po四ares Pimentel Se¥・ill :t 1かlS IE? 
Carmen (≪I) 

Las m,jcrts, las pala~ras y <I muooo glo園；glo畑 0 Pin, ぉ,Aki> 199; f1otaTnst.ln 

氏咋dela pucna: hornbrn y mujcrt~en el Peru de hoy Ruii Braw, P.i.1ricia 1996 Uoi,er)id;id Cat61ica 

Rctrato de la fa.milia pcruana. Niヽ・tiesde vida, 1994. lnsti1uto Cu紐to; l99S lnsti皿oOJ紅toUNICEF' 
UNICEF 

lnforme劾 e<desarrollohumano1995 PUND 1995 PNUD 

Mejora de! Gas10ぷ<;,ia紅ko.氏<umen,ode !meres Pres凶 ndad<I Coos,jo 1995 IEP 
de Ministro'> 

Pro)e<IOde応 SU炉estodel欧 tor民bl,co1997 (mimeo) 1996 IEP 

Penl, Compend,o"叫 is出o199S-1996 INEI 19% INEI 

Penl: mroici如 denivdes de vida y pobr,za. Encuesla Nacion,! de INEI 1996 INEI 

Hogan:s 199$ 

Pero en n血 crosI磁 In,tituto t'u,.to 1996 lnstiMoC'u紐10

FO~CODES: S幼os(folkto) FONCODES FONCOD区 IEP

Di虚 loriode organuaciones no gut,cma• mcntaks de de匹 lloONGDMinisterio de la 1996 Ministerio de la Prcsiden.:i3. 

-P<n1 Prcsidcncia. Sccrcta1la 1日>
Ejecu1i'la de Cooperaci6 USA!D 
T如 iぐalntemaeional 

i
`
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当調査実施に関する情報

♦ ローカル・コンサルタント

Cecilia Bl碑 t

Carmen Montero 

Institute of Peruvian Srudies 
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